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地質調査総合センター（GSJ）のミッション

https://www.gsj.jp/

地質調査のナショナルセンターとしての地
質情報の整備
知的基盤整備計画に沿った国土及びその周
辺海域の地質図幅・地球科学図等を系統的
に整備するとともに、海底資源確保や都市
防災に資する地質情報を提供します。
強靭な国土と社会の構築に資する地質情報
の整備と地質の評価
地質災害に対する強靭な国土と社会の構築
に資するため、最新知見に基づく活断層・
津波・火山に関する地質情報の整備を行う
とともに、地震・火山活動及び長期的な地
質変動の評価・予測手法の開発を行います。
地質情報の管理と社会への活用促進
地質情報データベースや地質標本の整備・
管理を行い、効果的に成果を発信すること
により、地質情報の社会への活用を促進し
ます。

5万分の１地質図（横須賀）
地質調査総合センターは日本で唯一

地質図の全国整備をする機関



ベクトル化済み

ベクトル未整備

他組織刊行

地質図のベクトルデータ整備
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ベクトル化の利点：
・地質図の情報をGIS等で活用可能
・地層ポリゴンごとの属性情報の付
与が可能

 検索、他ソースのデータとの結合
などの機械処理用途が拡大

画像
ベクトル

R5整備

印刷物・画像データで提供される地質図を、
コンピュータで扱えるようにベクトルデータ化

5万分の1地質図幅のベクトルデータ整備状況



地質図Navi

https://gbank.gsj.jp/geonavi/

GSJが公開している地質図などの情報を
ウェブ上で見ることができる

GISデータのダウンロードも可能
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災害にいたる斜面崩壊，その素因・誘因

誘因：降雨・地震・融雪など

斜面災害：地すべり・土石流・がけ崩れ
など斜面崩壊によって発生する災害

斜面崩壊

素因：地形・地質・植生など

素因と誘因の理解は斜面災害リスク評価の基本

人間活動への影響

斜面災害
佐世保地域の地すべり地形分布

防災科学技術研究所の地すべり地形GISデータを引用
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経済産業省知的基盤整備計画

年度計画

• R4年度計画：土砂災害リスク評価手法確立のため、九州北部地域の土砂災害履歴と地質・衛
星情報の相関解析を行うデータセットを作成する．

• R5年度計画：九州北部周辺にて斜面災害評価に資するデジタル地質情報のデータフォーマッ
ト及び災害リスク主題図の作成を行う。

• （知的基盤整備計画P.15）

• R6年度計画：土砂災害リスク評価手法確立のため、九州南部地域の土砂災害履歴収集と

• 地質・衛星情報の相関解析を行うデータセットを作成する．

• R7年度計画：九州地域の斜面災害評価に資する，流通しやすいデジタル地質情報の作成

• 及び斜面変動脆弱性評価図（仮）のエリアを拡張する

最終目標

国土強靭化政策として斜面災害にかかる防災・減災のために、
危険区域の評価に地質情報・衛星情報等を加味したハザードマップ作成に貢献する。
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斜面災害リスクマップ作成への流れ

GSJができる斜面災害リスク評価への貢献は

地すべりが発生しやすい条件（素因）を明らかにすること

Landslide Susceptibility Map

Hazard Map

Risk Map

地形
地質
植生

斜面変動情報
・時期
・規模
・誘因

住宅，構造物，農業，林業等
人間活動に関連する情報

発生しやすさの評価

発生危険度

脆
弱
性

誘因の
詳細情報
発生確率
等

リスクマップ作成のプロセス

パッケージ

斜面変動脆弱性評価図（仮称）と
評価に使用できるマルチスケール
な地質情報のセット

GSJが作成すべき情報

基盤情報

・リスク評価を行うための基本情報群
・外部機関がネットワークを通じて自由
に利用可能な地質情報

Probability

Vulnerability
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• 斜面変動と地質情報（流れ盤・受け盤の情報なども含む）

• 火山灰層厚マップ（表層崩壊との関連性）

• 衛星情報のInSAR解析マップ・時系列変化解析マップ

• 熱水変質帯分布と磁気異常分布（熱水変質帯での斜面変
動特性との関連性）

• 岩石物性・地質特性と斜面変動の関連性

• 災害履歴情報（植生変化，SAR差分解析，地形差分解析，
文献情報，既存のDB）

リスク評価主題図作成のために必要な基礎情報

GSJの独自インベントリの整備と基礎研究

地すべりハザードマッピングの高精度化のためにGSJが集められる情報
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走向傾斜データの整備状況

約65,000点のデータ

現在整備されている地質
情報のうち，ベクトルデー
タ公開済み部分から抽出

地層面を決めるには，現
地調査で計測する地層面
の走向傾斜の情報が必要。

しかし，現地調査では，計
測できるポイントが限られ
るため，計測された点から
補間して地層面を推定す
る手法を使う必要がある。
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まとめ

• 地質調査総合センターは、国内唯一の地質情報整備機関。地
質図幅をはじめとした基礎情報の整備とカタログベースの情
報整備や機械判読可能なデータ提供を現在推進している

• 経済産業省の知的基盤整備計画に基づき，数年前から斜面災
害リスク評価のための地質情報整備の事業を開始している。
様々な場所で使ってもらえるような地質情報整備を実施して
いる。

• 地質パラメータを重視したLSM（Landslide
Susceptibility Map）作成や斜面変動に影響を及ぼす流れ
盤・受け盤の分布マップ作成手法の開発を実施している。
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